
１/９(火) 全校朝礼(ＴＶ放送)でのお話より

２０２４年が明けました。その年明けもまもないうちに、石川県能登地方を震源とする

地震が発生しました。福井市は震度５弱を観測しました。テーブルの下などに避難して、

揺れが収まるのを待った人も多かったのではないでしょうか。私は家族とともに初詣から

帰ってリビングにいたのですが、大きな横揺れでテーブルの下に避難した後も、続く余震

で何度もテーブルの下にもぐりました。大人でも本当に怖かったです。その後、テレビや

ＳＮＳから被災された場所の状況が伝えられ、改めて地震のもつ威力と怖さを思い知らさ

れました。被災された方々には心よりお見舞い申し上げるとともに、１日も早い復興を願

っております。児童の皆さんには、不安な気持ちやつらい気持ちがあったら遠慮なく学校

の先生方に話してくださいね。

今月２４日に、休み時間中の地震発生を想定した避難訓練を予定通り行います。「授業

中と休み時間では、どんなことが違うのだろう。どう避難するとよいのだろう。」と、み

んなで考えてみましょう。

「トイレに行っているかも知れない。」

「大休みや昼休みだったら、体育館やグラウンドで遊んでいるかも知れない。

図書室にいるかも知れないな。」

「近くに大人がいないことも、もしかしたらあるかも知れない。」

「手に荷物を持って、移動している途中かも知れない。」

「いつもだと自分の教室から避難だから、(安全に避難できるよう)避難する道順は決まっ

ているけど(火災発生時など、状況によって変わることもある)、休み時間では一体どう

やって避難するといいのだろう。」

などなど、いろいろなことが考えられると思います。その時、自分はどうしたらいいのか、

事前にいろいろと考える時間にしましょう。ぜひ、クラスで学年で、話し合ってみてほし

いです。そして、当日は実際に動いてやってみる訓練にしましょう。

訓練でうまくいけばいいです。ですが、考えたようにはいかないこともあると思います。

「うまくいかなかったとき、それをどう次に生かすのかを考える」のが、訓練で一番大事

なことだと思います。自分の命を守るために「真剣に」考えて取り組み、次に生かしてい

きましょう。もちろん、先生方も「真剣に」考えて取り組みます。訓練の時間も前もって

皆さんにお知らせし、担任の先生と一緒によく話してから実施しますので、当日は放送や

近くにいる大人の話を聞き、落ち着いて行動するようにしましょうね。

さあ、６年生は、３月１２日の卒業式まで４４日の授業日、１年生から５年生は、３月

２２日の修了式まで５１日の授業日となります。４月から１９９日(６年生は１９２日)あ

った授業日も、もう残りわずかです。これまで進めてきた学習や活動の、総仕上げとなる

時期となりますね。今ある幸せに感謝の気持ちをもちつつ、「自分でやること」と

「みんなでやること」を丁寧にやっていきましょう。

全校児童の皆さん、保護者の皆様、本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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